





























































白澤 亜希，田村 康伸，木村 聖子
矢野智恵子，大河原早苗，篠崎 哲也
尾形 敏郎 （真木病院）
当院の緩和ケアチームは,昨年1月に発足して1年が経
つ.今回,結婚を控えていた31歳の悪性軟部腫瘍の患者に
関わる機会を得た.そして,告知,手術,化学療法,腫瘍栄養
血管塞栓術,看取り,グリーフケアまでの一連の看護を通
し,患者と患者の両親,婚約者との関わりの中でたくさん
の学びを得ることができた.また,それにより生じた看護
師の苦悩やつらさに対してスタッフケアを行い,スタッフ
へのサポートも実施できた.そして,チームとしての成長
を感じることもできた.今回この事例を通し,その看護を
振り返ることにより今後の当院におけるがん看護の指標に
できればと考え,報告する.
３．食道がん患者の胃瘻造設によって得られた家族との大
切な時間
吉田 一恵 （沼田病院）
社会的に高齢化が進行するなかで,高齢のがん患者が増
えている.
今回,80歳代の手術不能で放射線療法終了後の食道がん
患者の胃瘻造設に関わる中で,?食べる」ということの意味
や,家族のために役立つという社会的意味を改めて見つめ
直すことができた.
患者は,放射線治療終了後の治療効果判定は,気管へ瘻
孔が確認されCV管理となった.禁食が続き,入院中,嗄声
もあるためか,同室者との会話も余り無く,カーテンを閉
め臥床していることが多かった.高齢者の胃瘻造設につい
ては,可否様々な意見があるが,今回,患者は胃瘻を造設し
たことにより,?久しぶりに腹がいっぱい」と満腹感を得る
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